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新型コロナウイルス感染症による
九州の公共交通事業者・観光事業者への影響

資料 ４



九州運輸局
コロナによる公共交通事業者への影響 （九州運輸局管内）

４月の輸送人員（対H31同月比） ４月の運送収入（対H31同月比）

※ 対象期間は、令和３年４月１日～４月30日（貸切バスの輸送人員のみ、同期間の実働率の対H31年比）。

※ 減少率は、回答のあった事業者の輸送人員・運送収入を足し上げて比較した業界全体の値。Nは、回答のあった事業者数。

※ 地域鉄道とは、新幹線、在来幹線、都市鉄道に該当する路線以外の鉄道路線のこと（JR九州、西日本鉄道等は含まれない。）。

※ 旅客船の輸送人員は、長距離フェリー、離島航路及び観光航路の値。運送収入は、離島航路及び観光航路のみの値。

※＜ ＞内の数値は、R３年４月／R２年４月。
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• 各事業ともにコロナ発生前の平成31年同月との比較では、前月（３月）同様、厳しい数値となって

いる。特に、高速バス、貸切バス及び旅客船といった観光需要の利用割合の大きいモードについて

は、著しい落ち込みが見られる。
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九州運輸局
九州のバス・タクシー事業の状況 （輸送人員）

• ４月の輸送人員は、対H31/R1年比で一般路線バス：72%（３月78%）、高速バス：60%（同
53%）、貸切バス：45%（同57%）、タクシー：64％（同63％）。

• 一般路線バス、貸切バスは減少したが、高速バスは60%にまで回復。

※ 貸切バスのみ「実働率＝（延実働車両数）/（延実在車両数） 」の昨年度比。
※ ４月の標本数は、一般路線バス：N=23、高速バス：N=11、貸切バス：N=８、タクシー：N=50。
※ 暫定値の確定や追加報告の発生により、過去月のデータに（各月の記者会見時に公表したデータから）修正が生じている場合がある。
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九州運輸局
九州の鉄軌道・旅客船事業の状況 （輸送人員）

• ４月の輸送人員は、対H31/R1年比で地域鉄道：74%（３月74%）、主要離島航路：49％（同
62％）、長距離フェリー：36％（同46％）、観光航路：41％（同45％）。

• 先月と比べ、鉄軌道はいずれもほぼ横ばい、旅客船はいずれも減少。特に主要離島航路が大きく減
少している。

※ JR九州及び西日本鉄道の輸送人員は、令和３年３月の値。その他は、令和３年４月の値。地域鉄道の標本数は、いずれもN=10。
長距離フェリー、主要離島航路及び観光航路の標本数は、いずれもN=５。

※ 暫定値の確定や追加報告の発生により、過去月のデータに（各月の記者会見時に公表したデータから）修正が生じている場合がある。
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鉄軌道の輸送人員の推移
（対H31/R1同月比）

旅客船の輸送人員の推移
（対H31/R1同月比）
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九州運輸局

37.4 

59.5 

5.0 

46.8 

23.0

41.8 

62.0 

5.4 

56.0 

26.6

0

10

20

30

40

50

60

70

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4

九州の宿泊事業の状況 （稼働指数、売上金額）

※ 稼働指数の数値は、公益財団法人九州経済調査協会「DATASALAD」（宿泊稼働指数、http://www.kerc.or.jp/report/2021/05/51120213.html）による。
なお、算出方法の見直しが実施されたため、平成31年３月以前は旧算出方法による数値。

※ 売上金額の数値は、３月末時点での国土交通省観光庁調べ（https://www.mlit.go.jp/kikikanri/kikikanri_tk_000018.html#eikyo）による。
標本数は、N=190（３月）、47（４月）

宿泊施設の稼働指数の推移 宿泊施設の売上金額の減少率の
推移（全国対H31/R2）

15 

35 

52 

7 11 
4%6 

24 

29 

26 

19 

35 

23%
5 

28 

20 

13 

28 

26 

38%

90 

33 

16 
8 

46 

28 34%

4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4

～20%減 20～50%減

50～70%減 70%～減

九州

全国

R2H31/R1

pt

pt

月

70

60

50

40

30

新型コロナウイルス感染症
国内での症例確認（R2.1.16）

月

R3

R2. R3.

県名 H31.4 R3.3 R3.4 県名 H31.4 R3.3 R3.4

福岡 55.9 29.3 21.2 大分 45.0 41.6 32.5

佐賀 55.2 48.8 40.4 宮崎 51.7 42.5 33.0

長崎 52.9 43.1 30.0 鹿児島 51.1 43.4 27.1

熊本 62.4 40.0 31.1 九州 53.7 36.9 26.6

Go To トラベル事業開始
（R2.7.22）

６府県緊急事態宣言解除
（R3.2.28)

・九州の宿泊施設の稼働指数（公益財団法人九州経済調査協会調べ。）は、３ヶ月ぶりに低下した。

・３月は福岡県緊急事態宣言解除（R3.2.28)もあり上昇したが、４月は新型コロナ感染拡大により再

び稼働が低下した。

4

4月



九州運輸局九州運輸局ホームページによる情報発信
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